
東北の 林木育縄

ブナつぎ木クローンの着花

東北地方の代表的な広葉樹であるブナの優良品種を育成し，天然更新作業に伴う種子の供給や植込

みなどの補正に役立てるため，昭和45年から青森・秋田の両営林局管内の国有林において樹齢100-

150年の天然林から形質の優れた個体を精英樹として54本選抜されていますコ

東北林木育種場ではこれら精英樹をつぎ木によってクローン増殖を図り， 55年に38クローンを用い

て集刷所(写真左)を.58年には37クローンを用いて全国でも珍しい採係閣を造成し.樹高は 5mほ

どになっています。

集植所では57年に 6クローンが着花し，以後は年によって着花クローン数に変動はあるものの毎年

みられるようになり， 63年には 9クローンに着花しました。

今年は lb作年にあたるのか17クローンに着花(写真右)がみられ，着花量の多い lクローンは十11[栽

した 6本すべての個体に300個以上の花牙がみられ，また，着花した多くのクローンは 2-4本に50個

前後の花芽がついています。一般にブナの自然着花は70年生以上といわれていますが，このように樹

齢の高い木の枝をつぎ木したことによって着花したものと思われます。なお，これまでの記録から38

クローンのうち19クローンが着花したことになります。

開葉の時期はクローンによって早い，遅いの違いがありますが，開花も開葉とほぼ並行して進みま

すので同じような傾向にあると思われます。

今後は各クローンの開花習性を把握するとともに，着花促進技術や樹引の誘導など採種園の管理技

術を確立していきたいと考えています。

(東北林木育種場業務課長 梅木佳明)
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指で割れるオニグルミの増殖に取り組んで

l はじめに

林業によって村おこしを考える場合，木材の生

産はカ通りでなく，短期に収入に結びっくものを加

えることができると何かと都合がよい。山菜やき

のこもその一つであるが，広葉樹が見直きれてき

ている今日，その地域の特産物となり得るものを

発掘し育てることは大いに意義がある。

2 天来グjレミ

岩泉町は昔からクルミの産地で良質のものが採

れるところである。実の形も丸いものから細長い

ものまでいろいろとあるが，そのなかで写真のよ

うに果皮をむいて乾燥すると自然に先端が聞き，

簡単に 2つに割れて中の実が原形のまま取り出せ

るものがある。

このクルミは町内の尼

額(あまびたい)地区に自

生している推定樹齢 200

年のオニグルミで，天か

ら授かったという意味で

「天来グルミ」と名付け

られた。これが量産でき

れば大きな価値を生むか

天来グルミ も知れないと考え，昭和

48年頃からつぎ木による増殖に取り組み， 54年に

苗木生産に成功し，組栽5年後には 31闘の果実が

得られ乾燥後にいづれも先端に割れ目ができた。

そこで，これを町の特用林産物の柱に位置付け，

町の助成を得ながら首木生産を図り，希望する林

家に協業体方式で楠ー栽してもらうこととし，現有:

までに約1，000本が植えられた。

以下に増殖上の問題点をいくつか述べ，広葉樹

の培殖に取り組む方への参考に供するとともに諸

先輩方からよい知恵をいただきたいと思っている。

3 クルミのつぎ木

クルミは樹液の流動が盛んなこと，校は芯が空

洞で穂木として貯蔵する場合には乾燥し易〈長期

管理が難しいこと，また，他の樹種より髄組織や

木質部の導管が大きいなどのため，つぎ木におけ

る活着の生理的条件についてはよくわからないこ

とから以前にはクローン増殖の大変難しい木とぎ

れていた。

岩泉町森林組合長佐々木大和

当初， EE地つぎではなかなかよい成果が得られ

なかったが，昭和20年代に電床線を用いた加温床

による方法が開発され現存で、はこれを基につぎ木

カ{1'rわれている。

当森林組合では，町内の加藤興一氏に.trl殖を依

頼してつぎ木に取り組み，岩手県林業試験場など

の指導も得ながら試行錯誤を繰り返してきた。

増殖する上で問題となったことと，現イ1:のつぎ

木方法を整理してみると次のようになる。

O 穂木の採取時期と貯蔵方法

採穂は 3月になると樹液が漏出すること，貯蔵

期聞が 1か月以上になると活着が悪くなることか

ら2月下旬に行っている。穂、木の太さは鉛筆程度

から小指程度のものが形成層を合わせるのに都合

がよい。

貯蔵は冷蔵庫でもそれほど効果がなく，地下室

にオガクズと川砂を同量混合した中に置くが，聴

を寝かせて置くとダメで立てて置くとよい。

O 台木の養成

台木養成用のタネは粒の大きいほどよいが，乾

燥すると発芽が 1年遅れるので果皮を付けたまま

秋まきする。 2年生の秋に抑p)取り，恨切りして

仮Mし 2月下旬から電床線を用いた室温27
0

Cの

ところに植える。

O つぎ木の時期と方法

TL;木の芽〈が動き始める 3月中旬jにつぐが，台木

は植えたままよりも掘り上げてつぐ方がよく，つ

ぎ木方法は切りつぎよりも袋つぎがよかった。

Oつぎ木後の管理

つぎ木した苗はビニールポットに植え，室温27

℃のところに戻し 1か

月ほど置く。その後，外

の環境に馴らし 6月に畑

に出す。

この結果，現在では50

-80%の苗木が得られる

ようになった。

4 着花結実の問題

54年に舶えた23本は現

在，樹高が約 6mである

が，思うように実が得ら
植栽11年目のつぎ木
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れない。クルミは推花と雌花の開花時期がずれる

ものが多い。天来グルミの雌花の開花は 5月下旬

だが納栽地によりかなり差がある。雄花はこれよ

り2j担問ほど早<11美〈。

また， JIt:佐花の開花期間は数日と短<，これに合

わせて近くに花粉樹があればうまく受粉するはず

だが天気が悪いと花粉が飛は、ない。雄花の付いた

切り校をおいたところではかなりの実がとれたの

で現紅，中，1(栽場所の開花時期に合った花粉樹を柏

えるなど効率的な受粉法を検討しているが哉有

の御指導がいただければ幸いである。

5 付加価値の高い商品をめざして

今後は，この果実をいかに商品化するかが課題

となる O このため，自然食品としてのみでなく，

実の原形を生かした高級菓子やきれいに別れた殻

の利用など付加価値の高い商品を開発したいと考

えている。

(岩手県下閉伊郡岩泉町岩泉下天間)

スギカミキリ抵抗性候補木を524本選抜

スギの材質を許しく低下させるスギカミキリ被

害に低抗'午会を有し，かつ成長及び材質の優れたス

ギ品樋を育成し供給するため，昭和60年度から地

域虫害抵抗性育樟事業が開始され，平成元年度に

抵抗性候補木の選後を終了した。

この事業では，被害林分において無被害木や微

寄木の中から成長が優れ外樹皮表面の割裂が少

ない個体と，既に収集・保存している育種母材を

供試木として，簡易検定を行い表一 1の候補木を

i'm抜したものである。

簡易検定はスギカミキリ成虫の脱出ピークから

3週間後に供誠木の幹のl直径が10cm付近のところ

に刺し傷処県(5 mm間隔に 5筒所)を行い 5日

後に処理部の樹皮j十を保取し，傷害樹脂i立の形成

状況を観察し候補木としての合否を判定した。

選抜作業は60年度から東北林木育積場と奥羽支

、L誌がスギ粕英樹クローンを主体に 996クローンの

既選抜母材を対象に簡易検定を行い， 127本の候

ムー 1 スギカミキリ紙抗性候補+:の選法状j兄

|正 う〉 選抜機関 fJ~，式，j， 候補木
本数 本数

被;ヰ林分 青森 営 林 局 247 49 

同 tE 出1 150 8 
ι:G 子 l快 194 74 
'1白白¥・ h走 l県 175 46 

秋 l甘営林局 402 42 

/IIj僑 営 林 局 91 14 

f* 回 り人 264 56 

LU Jf; L快 284 54 

新 県 206 54 

2，013 397 

I!北J並抜i建材 東iJ'i北林，j，育縄場 592 79 

羽 jピ上1，; 404 48 

996 127 

3，009 524 

補木を選抜した。

被害林分からのi主J友は国有林，民有林ともに62

年度から開始された。選抜調食は表-2の被害区

分によって微害木以上の被害木が50%以上ある約

440ha林分が対象となり， 2，013本の試供イーから

397本の低抗性候補木が選抜されたの

表← 2 スギカミキリの被 Ii~'一 l互分

被害区分| 被 芹 j;1 状

枯死木|スギカミキリの被害により仙死したもの

激主木 11町内状の食伎が見られ，変形，腐れのはなは

だし L、もの

'1' '~ë ，j三 l成虫の脱出イしがある Lの，又は，lj状のf主的が

あるもの

微'，;;:本 1外樹皮に食侠がはられるもの，えは樹脂の泌

H'，で被害が 11"っているもの

l1\f，被与木 11'"j己の徴f~長が4Eめられないもの

調食林分の詳細lについては未集計のところもあ

るが， 16年生から51年生まで対象となっており，

林齢別jの調脊面続では過去の被害痕跡から判日IJが

容易な31年生から35年生の林分が最も多く 40%を

11; めている。また，全体の平均被害率は i~~寄木が

5%前後と少なく，中25木が10-30%，微害イーは

40-60%と推定される。

選抜された候補木は東北林本ff的場及び輿)tJ.:k: 

場においてつぎ木地殖を行い，クローンが 5年以

上l二達した後，維l室の中に定f'{(しスギカミキリの

成虫を放虫し，産卵しにくい個体および産卵しで

も幼虫が樹脂によって死滅し易い 11~1体を検出(一

次検定)する。これに合燃したクローンは幼虫接

怖を行い，食害状況を調査(二次検定)して低抗

性11同体を縫定し，普及する計画である。

O!J:北林水 f{HU'，必f{ H'Y~'J日イ Î1t-lf 以)
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第 3次育種基本計画期間中における主要調査について検討

一平成元年度技術部会から

ヂ成元年度の林木育種推進東北地区協議会技術

部会は平成 2年 2月6，7日の両日，盛岡市にお

いて開催し，森林総合研究所東北支所，岩手大学，

泉本区内の各実行機関等から関係者33名が出席し

て次の議題について討議を行われた。

| 第 3次育種基本計画の作成について

中村く育種事業を効率的に推進するため，基本区

ごとに林業の地策や動"，J等を考慮、し 5年度ごと

に覗年度以降10年を l期とする育種基本計画を作

成し実施している。現行の第 2次育種基本計画は

昭和61年度に作成されたものであり，平成 3年度

からは第 3次育栂主主本計画によることになる。

第3次育縄基本計画は 2年度に計画案を作成す

るため，東北育悼法本区における林木育種に関す

る情勢と育種事業の況状を分析するとともに林木

育係に対するニーズを勘案し，この計画期間に対

応すべき育種事業甲研究の方向と新たな展開のた

めに必要な調室などについて討議が行われた。ま

た，関係機関では計画に必要な幕礎資料を作成す

ることとした。

ちなみに，当法本区における林水育種に対する

ニーズとしては，

① 材質の優れた品柿の供給

② j立林環境，生産目標に適した復合形質をもっ

i日¥Hの創H:l

③ 広葉樹林の造成，天然林地業にわIする育積校

体Iの開発

④ 複層林施業に適した耐陰性品開の供給

⑤ 拡大するマツノザイセンチュウ被害に対処す

るため抵抗性待苗の供給

⑥ 特用樹・山菜等の優良品樋の育成，特殊形質

木のI科殖技術の確立

⑦ 組織的養等による育種苗の早期大量楠殖技術

の開発

⑧ 林木遺伝資源の結極的な保存

⑨ 森林の公益的機能に対する育階的対応

などがあげられている。

2 採種園・採穂園改良事業の実施について

次代倹定林等の調を結果や土見，1'1，までに把-tMされ

た各村i英樹クローンのW:殖特性及び、病虫害抵抗性

の，:'ji価を肘いて， Let，t立のJ采係園.1来徳岡において

不良クローンと優良クローンの入れ替えを行い，

遺伝的により優れた育穐苗を供給する事業が平成

元年度から実施されている。

この事業を円滑に行うためクローン構成，改良

の割合など実行上の技術的問題や未評価の真円性

.幹曲りなど材質特性の早期把握について討議さ

れた。

3 スギの耐陰性検定について

復層林施業(樹下楠栽)に適応する苗木を選択

するため当基本区で定めた「スギ椅英樹等の樹下ノ

植栽適応性の検定方法」によって耐陰性検定を実

施しており，各機関から実施状況と 2年度の計画

について説明があり，検定を効率よく進めるため

の討議がなされた。

4 マツノザイセンチュウ抵抗性育種について

東北地方においてマツノザイセンチュウ病の被

害地域が拡大する傾向にあり司抵抗性品種の育成

とその供給が求められている。

現在 r東北育種基本区におけるマツノザイセ

ンチュウ低抗性育種の手引き」によってアカマヅ

.クロマツ精英樹の中から抵抗性クローンを選抜

する作業を進めている。各機関から進行状況が説

明され，東北林木育係場からはこれまでの人工接

縄検定の結果から 11家系(三本木 5，岩手104，

盛岡 1，101，一関101，岩泉101，上閉伊101，中i鹿

102，宮城101，北蒲原 2，刈羽102)がテーダマヅ

程度以上の抵抗性があることが報告された。

5 地域特性品種育成事業について

近年の本物志向や自然食品志向などのニーズに

応えるとともに山村・林業の活性化を図るため，

各地域それぞれの森林に生育する多様な特用樹や

山菜の優良品種を育成する事業が平成 2年度から

開始予定であり，東北林木育種場からこの事業の

考え方が説明され，岩手大学永野助教授から特用

樹・山菜等の育極についての情報が提供された。

(東北林木育種場育種専門官 石井正気)
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東北林木育種場の組 織 と 担 当 職 員

平成 2年 4月 1日現在

。東北林木育種場:岩手県岩手郡滝沢村滝沢字大崎95 (〒020-01)官 0196(88) 4517f吋
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東北育種基本区 林木育種関係組織と担当者名簿

平成 2年 4月 1日現在

青森営林局:青森市柳川12-1-1 (〒038) 官0177(81) 

(経営部長〉橋本智…(造林課長)笹沼修曽6539…(課長補佐)後藤三郎官6539

・(種苗係長〉滝野敏夫官6547…加藤守也，棟方兼光

* 一一一一一一 * 一一一一一一 * * 一一一一一一
青森県:青森 市 長 嶋 1-1-1 (干030) 官0177(22) 1111附

〈農林部長〉本儀隆…(次長〉関昌幸…(林政課長〉須藤靖衛…(造林班長〉

北沢隆敏同3292・・・(主査)柴谷孝悦

林業試験場:東津軽郡平内町大字小湊字新道46-56(〒039-33)官0177(55) 2417，3257 

(場長)中野彬…(次長)若原寿明…(育林経営部長)神真一…兼平文憲

同十和田支場:十和田市大字相坂字高清水387 (干034) 官0176(23) 3055 

(支場長)箱回 薫・・・(研究管理員〉辻村章…〈技師〉田中功二

* 一一一一一一 * 一一一一一 * * 一一一一一一
岩手県:盛岡市内丸10-1 (〒020) 官0196(51) 3111附

(林業水産部長)天田彰吉…(次長〉藤田博信…(森林造成課長)佐羽内 剛同3330

(課長補佐〉斎藤毅…(造林緑北係長)浅香保闘3331

林業試験場:岩手郡滝沢村大字滝沢字砂込737 (〒020-01)fr0196 (88) 4571 

(場 長〉川井正夫…(育林部長)神山安生

‘林木育種場:江刺市稲瀬字瀬谷子195-2 (干023-11)官0197(35) 4529，3346 

(場 長)鎌田司…(次長)昆野俊弘…(技術副主幹兼育種科長)草葉敏郎…

(主任按師〉西川保身…(技師〉高橋利光，高橋 攻，

(緑化相談科長)細川久蔵

* 一一一一一一 * ー一一一一一 * * 
宮 城 県 : 仙台市本町 3-8-1 (〒980) 官022(211) 

(水産林業部長〕佐藤勇…(次長)鈴木忠慶…(次長技術担当)藤原等…

(森林保全課長〉尾花健喜智…(技術主幹兼造林係長〉木村英雄官3076…

(按術主査)沼倉啓喜

林業試験場:黒川郡大衡村楓木14 (干981-36)官022(345) 2816，4171 

(場 長)日下庸男…(造林環境部長心得)林紀夫…

(主任研究員兼造林育種科長〉三島木進…(技師〉皆川隆一，

(按師)員回展樹(業務課兼務)

(技術主幹兼業務課長〉笹原善夫



東北の林木育種

牧田営林局:秋田市中通 5-8-16 (〒010) n0188 (36) 

(経営部長)村岡哲而…(造林課長)登田三男n2230…(課長補佐)三ヶ田正則官2231

・(種苗係長)大原昭彦官2235…湯沢虞，鈴木弘子

* 一一一一一一 * 一一一一一一 * * 一一一一一一
秋田県:秋田市山王 4-1-1 (干010) 曾 0188(60) 1811 

(林務部長〉羽賀正雄…(次長)阿部威…(林政課長)遠藤幸七n1810

. (主席課長補佐〉橋野清蔵…(主査)近藤誠二宮1919

林業センター:河辺郡雄和町大字椿川字奥椿台183 (干010-12)n0188 (86) 4133 

(所 長〉阿部 JI国…(次長崎森林育成部長)小笠原美津雄(内25…

(主任専門研究員〉佐々木明夫同33…(専門研究員〉畠山貞明同30

* 一一一一一一 * 一一一一一一 * * 一一一一一一一
山形県:山形市松披 2-8-1 (干980) 官0236(30) 

(農林水産部長)竹俣文吾…(次長〉高橋次郎…(林業課長〉山口 清宮2533…

(技術補佐)保科 敬…(造林係長〉鈴木秀伸官2531・・・

(林業専門技術員〕田村宣夫官2530

林業試験場:寒河江市寒河江丙2707 (〒881) n0237 (84) 4301 

(場長〉川越富雄

!司育種部:東田川郡羽黒町大字手向字院主南(〒887-02)n0235 (62) 2157 

(研究主幹兼育種部長〉佐藤弘之…(主任専門研究員〉奥山 耕…

(研究員)長南興拍，鈴木基修

一一一一一一 * 一一一一一一 * 一一一一一一 * * 
前橋営林局:前橋市岩神町 4-16-25 (〒371) n0272 (31) 

(経営部長〉鈴木重近…(造林課長〉美斉津桂管4096…(課長補佐)弘中 修…

(種甫係長)益子訓一男官4088…萩原仁子

* 一一一一一一 * 一一一一一一 * 一一一一一一 * 一一一一一一
新潟県:新潟市新光町 4ー c干850) 岱 0252(85) 5511刊

(農林水産部長)近藤琢也…(治山課長〉南波j責型車内3040・・・(面IJ参事造林係長)

秋山郁夫嗣3050…(主任〉斎藤洋二(同3051

林業試験場:岩船郡朝日村大字鵜槙路 (〒858) 官0254(72) 1171同

(場 長)佐藤誠也…(造林諜長〕野茨昌夫…(研究員)伊藤信拍


